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中
国
研
究
集
刊 

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念

六
十
九

 

令
和
五
年

三
月 

二
〇
七―

二
一
七
頁 

   
 

の
文
献
的
特
質
に
つ
い
て

 

 
 

 
 

 

 

中 

村 

未 

来 
 

 

   

序 

 

二
〇
〇
八
年
に
清
華
大
学
が
入
手

二
〇
一
〇
年
よ
り
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
竹

簡
群

経
書
・
史
書
・
医
学
書
・
占
筮
書

多
岐
に
渡
る
内
容
に
関
す
る
文
献

が
含

本
稿

特
に

心
の
主
体
性
に
つ
い
て
説

戦
国
期
の
為
政

者
や
思
想
家
達
が
思
考
し
た
天
命
思
想
と
も
密
接
に
関
わ
る
内
容
が
示

心
是
謂

一
一

を

取
り
上
げ

基
礎
的
な
検
討
を
加
え
て
み
た
い

 

本
篇
に
つ
い
て

日
本
で

の

が
発
表
さ
れ
て
い
る

浅
野
は
本
篇
を
儒
家
や
墨
家
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
は

低

道
家
の
手
に
な
る
可
能
性
は
残

断
定

心
身
論
を
説
く
所
属
学
派
不
明
の
著
作
と
し
て
置

妥
当
な
と

結
論
付
け
て
い
る
の
に
対

筆
者
は
本
篇
を
儒
家
の
系
統
に
連
な

る
も
の

経
書
の
受
容
や
楚
地
の
文
化
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
る
文
献
で

可
能
性
が
高
い
と
考

本
稿
提
出
後
に
浅
野
論
文
を
入
手

内
容
に

関
す
る
詳
細
な
比
較
・
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
ず
る
予
定

浅
野
と
筆

者
の
内
容
解
釈
に
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る

本
稿
で
は
改
め
て

の
釈
読
を
提
示
し

文
献
的
特
質
に
つ
い
て

筆
者
の
見
解
を
示
す
こ
と
と
す
る

 

 

一 

釈
読 

  

整
理
者
の
沈
建
華

本
篇
は

は

は
約

〇
・
六
㎝

第
一
簡
・
第
六
簡
の
下
部
が
僅
か
に
残
欠

内
容
の
読

解
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

篇
題
や
竹
簡
番
号

竹
簡
は
文

意
お
よ
び
竹
簡
背
面
の
劃
痕こ

ん

傷
状
の
斜
線

に
よ

排
列

本
篇
中
の
語
句

と
仮
称

 

 

を
整
理
者
と
同
様
に
三
つ
の
段
落
に
分
け
て
釈
読
し

釈
文
お

よ
び
訓
読
は
旧
字
体
で
記

釈
読
の
際
に
用
い
た
記
号

次
の
内
容
を
表
す

も
の
で
あ
る

注
 

・

 
の
文
字
を
釈
読
し
た
文
字 
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・
 

語
注
番
号 

・
 

竹
簡
番
号 

・ 
□  

欠
損
に
よ
り
不
明
な
文
字 

・

 
先
行
研
究
を
参
考
に
筆
者
が
欠
損
を
補

文
字 

・

 

筆
者
が
適
宜
文
意
を
補

箇
所 

 

釈
文                                                 

 
(

處)

身
之
中
以
君
之

１

目
・
耳
・
口
・

(

肢)

四
者

(

相)

２

(

謂)

心
所
爲

(
美)

亞(

惡)

３

(

附)

何(

倚)

若
倞(

景)

４

(

小)

大

５

(
鳴)

若

(

響)

６

目
古(

故)
(

視)
(

聞)
(

故)

聖(

聽)

道
之

７

口
古(

故)
(

用)
(

肢)

古(

故)
與(
舉)

之

８

靜

(

毋)

又(

有)

所
至

９

四

(

相)

莫
不
(

承)
(

委)

10

君
者
亓(

其)
(

人)

11

 

 
(

人)

之
又(

有)
(

知)

亓(

其)
(

卒)

12

(
惟)

(

謀)

而
不

厇(

度)
(

乎)

13

(

如)
(

謀)

而
不
厇(

度)
(

無)
以

智(

知)

耑

長

(

短
長

14

)

弗
智(

知)
(

妄)
(

作)
(

衡)
(

觸)

15

而
又(

有)

成
攻(

功)
(

幸

16

)
(

知)

事
之

(
卒)

心

17

(

焉)

果
成

18

(

寍
・
寧)

心

(

謀)

(

稽)
(

度)
(

鑒)

之

19

(

聞)
(

訊)
(

視)

聖(

聽)

才(

在)

善
之

(

攈)

20

心

(

焉)
 

 
(

斷)

命
才(

在)

天

21

(

苛)

疾
才(

在)

畏(

鬼)

22

(

在)

人

 (
)

又(

有)

天
命

23

亓(

其)

亦
又(

有)

身
命

24

(

氏)

爲

(

氏)

爲
生

25

(

在)

亓(

其)

亦

(

失)

才(

在)

君
公
・

(

平)

亓(

其)

母(

毋)

蜀(

獨)

忻(

祈)

保

(

家)
(

沒)

身
於
畏

(

鬼)

與
天

26

亓(

其)

亦
忻(

祈)

者(

諸)

□

心

與
身

27

 

 

訓
読 

 

心

中

身
の
中
に
處
り
て
以
て
之
に
君

目
・
耳
・
口
・
肢
の
四
者
は

相
爲た

心
を
是
れ
中
と
謂

心
爲
す
所
の

す
る
こ
と
景か

げ

の
若

心
出

す
所
の

に
因
う

し
た
が

響
の
若

心
之
れ
を
見
ん
と
欲

目
故
に
之
れ

を

れ
を
聞
か
ん
と
欲

耳
故
に
之
れ
を
聽

心
之
れ
を
道い

わ
ん
と
欲
せ

口
故
に
之
れ
を
言

心
之
れ
を
用
い
ん
と
欲

肢
故
に
之
れ
を
舉

心
靜

か
に
し
て
至
る
所
有
る
毋

百
體

 

四
相
承
委
せ
ざ
る
は
莫

君
爲
る
者

は
其
れ
此
に
監

以
て
民
人
に
君

 

 

人
之
れ
爲
す
と
こ
ろ
有

其
の
卒
を

お
わ
り

知

惟
れ
謀
る
に
度
ら
ず
ん
ば
あ

如
し
謀
る
も
度

則
ち
以
て

短
長
を
知

短
長

知

妄
り
に
衡
觸
を
作

而
し
て
成
功
有

之
を
名
づ
け
て
曰
く
幸
な

幸

天

事
を
知
る
の
卒
は

お
わ
り

必
ず
心
と
天
と
兩
つ
な
が

ら
に
し
て
事
焉
れ
果
た
し
て
成

寧
心
之
れ
を
謀

之
れ
を
稽

之
れ
を

度

之
れ
を
鑒

の
攈き

ん

に
在

心
焉こ

れ
之
れ
を
爲

 

 

命
を
斷
つ
は
天
に
在

疾
を
苛お

も

く
す
る
は
鬼
に
在

命
を
取
る
は
人
に
在

人

に
天
命
有

其
れ
亦
た
身
命
有

心
氏こ

れ

死
を
爲

心
氏こ

れ
生
を
爲

死
生
天
に
在

其
れ
亦
た
失
う
は
心
に
在

れ

獨
り
家
を
保
ち
身
を
沒
す
る
を
鬼
と
天
と
に
祈
る
こ
と
毋

其
れ
亦
た
諸
を
□

心

と
身
と
に
祈

 

 

現
代
語
訳 

 

心

中

心
は
身
体
の
中

身
体
を
主
宰
す
る
も
の
で
あ

目
・
耳
・
口
・
肢
の
四
者
は
補
佐

心
を
中

と
い
う
の
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で
あ
る

心
に
起
こ
る
善
悪

対

身
体

影
の
よ
う
に
寄
り
添

心
が
下

す
軽
重

対

身
体

音
声
に
従
う
響

心
が

見
た
い
と
思

目
は
そ
れ
を
受
け
て

が
聞
き
た
い
と
思

耳
は
そ
れ
を

受
け
て
聞

心
が
言
い
た
い
と
思

口
は
そ
れ
を
受
け
て
言

心
が
行
い
た
い

と
思

肢
は
そ
れ
を
受
け
て
行

心
静

欲
求

極

身
体
お
よ
び
四
つ
の
器
官
も
こ
れ
に
従

作
為

君
た
る

者

心
身
の

を
手
本

人
民
を
統
治

 

 

人
が
何
か
を
行

終

を
認
識

画
策
す
る

物
事

推
し
量

考

画
策
し
て

も
予
測
を
立

熟
考

物
事

善
し
悪
し
を
知

善
し
悪
し
を
知

気
ま
ま
に
衝
突

物
事

成
功

幸

と
言
う

幸
い
と
は

の
領
域
の

物
事
を
認
識
す
る
最
終
的

な
も
の
は
心

必
ず
心
と
天
と
を
共
に
合

物
事
は
よ
う
や
く
達
成
で
き

穏
や
か
な
心
は
こ
れ
を
画
策

引
き
比

推
し
量

手
本
や
先
例

に
照
ら
し
合

身
体
器
官

聞

訊

く

を
拾
得

び
取

心

 

 

命
を
断
つ
の
は
天

疾
を
重
く
す
る
の
は
鬼

命
を
取
る
の
は
人
で
あ

人
に
は
天
命

身
命

心

人

死

心

人

生

死
生
は
天

失
う
の
は
心

単
に
一
族
の
繁
栄
と
長
寿

を
鬼
と
天
に
祈

心
と

身
体
に
も
祈

 

 

語
注 １

整
理
者

形
の
君
に
し
て
神
明
の
主

引

情

 

中
に
動
き
て
言

に
形
る

あ
ら
わ

孔
穎
達
疏

賈
連
翔

末
衡

末
衡
と
は
耳
目
を
言
う
な

注

と
あ
る
こ
と
な
ど
を
引

耳
目

と
称

心

に
対
す
る
言
い
方

 

 
 

  

喜
怒
哀
楽
之
未

謂
之
中

発
而
皆
中
節

謂
之
和

中

也
者

天
下
之
大
本
也

喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発

之
を
中
と
謂

発

し
て
皆 

節
に
中あ

た

之
を
和
と
謂

中
な
る
者

天
下
の
大
本

心
に
は
も
と
も
と
中
正
さ
が
備

全
て
の
根
本
で

あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分

の
記
述
と
合
わ

心
身
を

で
捉
え
る
本
篇
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
で

 

２

字

整
理
者

と
の
音

通
関
係
か
ら
当
該
字

と
読

四

に
つ
い
て
は

の
味
に
於

目
の
色
に
於

耳
の
声
に
於

鼻
の
臭
に
於

四
肢
の
安

佚
に
於

性

郭
店
楚

耳

と
あ
る
の
を
引

古
く
は
よ
く
四
相
と
四
肢
と
は
並
称

さ
れ
て
い
た
と
述

は
字
形
か
ら

字

字
と
釈
読

郭
店
楚
簡

に
相
当

恐
ら
く
は

と
音
通

と
解

 

本
篇
後
文

心
欲
甬(

用)
(

肢)

古(

故)

與(

舉)

よ

整
理
者
の
指
摘
す
る
通

と
解
釈
し
た
方
が
良
い
よ
う
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に
思

 
３

爲
美
惡

整
理
者

は
其
の
心
を
蔵

測
度
す
可

美
悪 

皆 

其
の
心
に
在

其

の
色
に
見
れ

あ
ら
わ

一
以
て
之
を
窮
め
ん
と
欲

礼
を
舎お

き
て
何
以
て

て
説
明
し
て
い
る

 

４

整
理
者

と

読

誠
信

の
意
で
解
釈

や
陳
民
鎮

を

｢

後
文

と
対
応

術
訓

 

之
に
従

響

の
声
に
応

影
の
形
に
像に

る
が
如

引
い
て
説
明

侯
瑞
華
も
陳
偉
等
と
同
様
の
考
え
を
示

文
字
の
通
用
例

と
釈
読

明
法
解

随

此
く
の
如

則
ち
下
の
上
に
従

響
の
声
に
応
ず
る
が
如

臣
の
主
に
法

景か
げ

の
形
に
随
う
が
如

例
な
ど
を
引
い
て
い

 陳
偉
・
陳
民
鎮
・
侯
瑞
華
の
説
が
正
し
い
と
考

今
は
こ
れ
に

従

 

５

整
理
者

吾
主
言
其
不
出

 

主
言
を
其
れ
出
さ
ず
し
て
死

引

の

意

必
察
小
大
之
比
以
成
之

ず
小
大
の
比
を
察

以
て
之
を
成

鄭
注

小

と
あ
る
の
を
引

事
物
の
軽
重
を
指

 

６

整
理
者

な
ど
を
引
用

名
称
を
実
際
に
確
定
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
と
し

の
意
と
解

本
文
中

が
押
韻
す
る
と
し
て
い
る

は
語
注

４

で
示
し
た
通

と
解
釈

 

７

整
理
者人 

何
を
以
て
道
を
知

曰
く
心

心 

何

を
以
て
知

曰
く
虚
壱い

つ

に
し
て
静

引

人
が
事
物
を
客

観
的
に
体
得
し
認
識
す
る
意

は
後

と
呼

応

言

意

 

前
後
の
内
容

陳
偉
に
従

 

８

整
理
者
に
従

舉

と
解

 

９

整
理
者

を
人
欲
の
意

に

段
注
に

と
あ
る
の
を
引

静

と

同
様
に
陳
民
鎮
も

に

と
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙

静

 

10

整
理
者

に

の
繁
体

の
意
と
解

字

の
意

随

の
意

 

文
脈

蕭
旭
に
従
い
解
釈

 
11

心く

は
君
を
以
て
心
と
為

君
は
民
を
以
て
体
と
為

心
好

則
ち
体 

之
に
安

君
好

則
ち
民 

之
を
欲

故
に
心
は
体
を
以
て
廃

君
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は
民
を
以
て
亡

 
12

整
理
者

の
意
で
解
釈
す
る

林
志
鵬

の
意

 
第
四
簡
に
も
当
該
字
が
見

整
理
者
に
従
い

と

解

 

13

整
理
者

衡

の
意

心
為

然
る
後
に
軽
重
を
知

度
し

然
る
後
に
長
短
を
知

物 
皆
然

心 

甚
し
と
為

王 

請
う
之
を
度は

か

引

と

の
意

解
釈
し
た

謀

の
文
意
が
取

に
つ
い
て
は
整
理
者
に
従

 

林
志
鵬

と
述

 

14

整
理
者
は
郭
店
楚

や
馬
王
堆

 

15

整
理
者

と
し

鄭
注

と
あ
る
の
を
引

と
捉

勝
手
気
ま
ま
で
あ
る
意
と
す

 

16

整
理
者

 

17

尚
書

離

孔
穎
達
疏

と
あ
る
の
を
引
用

 

18

整
理
者

の
意

蕭
旭

の
意
と

蕭
旭
は
簡
帛
網

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九
日
の

欄
に

必
心
与
天
両

と
句

読
点
を
変
更
す
る
こ
と
を
正
し
い
と
し
て

を
結
合
・
連
結
の
意
と
し

 

(

焉)

第
五
簡
に
も
同
様
の
用
例
が
見

筆

者
も
蕭
旭
等
と
同

語
調
を
整
え
る
助
字
で
あ
ろ
う
と
考

 

19

整
理
者

と
し
て
考
察
の
意

と
通

 

20

整
理
者

の
異
体
字
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

は
当

該
字

の
意

 

21

整
理
者

の
異
体
字

の
意
で
あ
ろ
う 

古
を

い
に
し
え

承

天
の

を
断

知
る
罔な

 

22

整
理
者

な
ど
を
引

と
述

 

23

整
理
者

 

為
す
こ
と
莫
く
し
て
為
る
者

天
な
り

之 

致
す
こ
と
莫
く
し
て
至
る
者

命

引

指
人

と
述

 

24

整
理
者

身
体
生
命
を
指

心
が
主
導

人

の
意
志
や
能
動
性
を
備

と
対
応
す
る
も
の
と
指
摘

 

25

整
理
者

の
意
で
あ
ろ
う
と
し

は
石
小
力
が
当
該
字

の
意
で
解

す
る
の
を
正

と
通
ず
る
と
指
摘
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に
林
志
鵬

後
文
の

の
前

脱
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
述

 
26

整
理
者

を

と
し
て

の
意
と
し

善

を
全

意
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

 

27

第
六
簡
末
の
欠
損
部
分

整
理
者
は

頼
樹
金

の
他

の
文
字

が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘

 

他
の
竹
簡
と
対
照

残
欠
部
に
二
文
字
分
の

は
想

定

残
欠
部
に
は
整
理
者
が
指
摘

が
記
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考

 

 

二 

本
篇
の
文
献
的
特
質
に
つ
い
て 

  

本
篇

の
観
点

多
く
の
先
行

研
究
が
提
出

本
稿

点
を
踏

本
篇
に
見
え
る
心
身
論
・

天
命
思
想

若
干
の
私
見
を
述

 

 

心
身
論 

 

本
篇

身
体
の
中
に
位
置
す
る
心

身
体
を
統
べ
る
存
在
と
し
て
位
置
づ

心
が
欲
す
れ
ば
身
体
は
そ
れ
に
従
い
行
動

君
主
も
心
身
の
関
係

を
手
本
と
し
て
人
民
を
統
治
す
べ
き
こ
と
が
説

整
理
者
や
先
行
研
究
が
指

摘
す
る
通
り

注

な
ど
に
も

心
身
と
君
臣
関
係
と
を
関
連
付
け
て
説
く

次
の
よ
う
な
内

容
が
見
え
て

 

 

 

嗜

 

の
体
に
在

君
の
位

九
竅
の
職
有

官
の
分

心 

其

の
道
に
処

九
竅 

理
に
循

嗜
欲 

充
益

目
は
色
を
見

耳
は

声
を
聞

故
に
曰

上 

其
の
道
を
離

下 

其
の
事
を
失

 
 

 

暗
其
天
君

其
天
官

棄
其
天

養

逆
其
天
政

背
其
天
情

以
喪
天
功

正

其
天
官

備
其
天
養

順
其
天
政

養
其
天
情

知
其
所
不
為
矣

則
天
地
官
而
万

其
養
曲
適

其
生
不
傷

 

天
職
既
に
立

天
功
既
に
成

形 

具
り
て
神 

生

好
悪
喜
怒
哀
楽 

焉こ
こ

に
臧

夫
れ
是
れ
を
之
れ
天
情
と
謂

耳
・
目
・
鼻
・
口
・
形
能

各
々
接

す
る
こ
と
有
り
て
相
能

夫
れ
是
れ
を
之
れ
天
官
と
謂

心
は

中
虚
に
居

以
て
五
官
を
治

夫
れ
是
れ
を
之
れ
天
君
と
謂

財
は
其
の

類
に
非
ず
し
て
以
て
其
の
類
を
養

夫
れ
是
れ
を
之
れ
天
養
と
謂

其
の
類

に
順
う
者
は
之
を
福
と
謂

其
の
類
に
逆
う
者
は
之
を
禍
と
謂

夫
れ
是
れ

を
之
れ
天
政
と
謂

其
の
天
君
を
暗

其
の
天
官
を
乱

其
の
天
養
を
棄

其
の
天
政
に
逆

其
の
天
情
に
背

以
て
天
功
を
喪

夫
れ
是
れ
を



 （ 213 ）

之
れ
大
凶
と
謂
う

は
其
の
天
君
を
清

其
の
天
官
を
正

其
の

天
養
を
備

其
の
天
政
に
順

其
の
天
情
を
養

以
て
其
の
天
功
を
全
く

す

の
如
く
ん
ば
則
ち
其
の
為
す
所
を
知

其
の
為
さ
ざ
る
所
を
知

則
ち

天
地 

官
し
て
万
物 

役
す

の
行 

曲
つ
ぶ
さ

に
治

其
の
養 

曲
つ
ぶ
さ

に
適
し

其
の
生 

傷
や

ぶ

ら
ず

夫
れ
是
れ
を
之
れ
天
を
知
る
と
謂
う

 

 

 

 
 

心
者
形
之
君
也

而
神
明
之
主
也

出
令
而
無
所
受
令

自
禁
也

自
使
也

自
奪

也

自
取
也

自
行
也

形
可
劫
而
使
詘
申

心

不
可
劫
而
使
易
意

是
之
則
受

非
之
則
辞

心
容
其
択
也
無
禁

必
自
見

其
物
也
雑
博

其
情
之
至
也
不
弐

詩

巻
耳

不
盈
傾
筐

嗟
我
懐

人

傾
筐
易
満
也

耳
易
得
也

然
而
不
可
以
弐

心
枝
則
無
知

傾
則
不
精

弐

賛
稽
之

尽
其
故

両
也

故
知
者
択
一
而
壱

故
君
子
壱
於
道

而
以
賛

壱
於
道
則
正

以
賛
稽
物
則
察

以
正
志
行
察
論

則
万

昔
者
舜

之
治
天
下
也

不
以
事
詔

而
万

 

 
 

心
は
形
の
君

神
明
の
主

令
を
出
し
て
令
を
受
く
る
所
無

自

ら
禁

自
ら
使

自
ら
奪
い

う
し
な

自
ら
取
り

自
ら
行
き

自
ら
止
る

故
に
口

は
劫せ

ま

り
て
墨
云

ぼ
く
う
ん

せ
し
む
べ
く

形
は
劫
り
て
詘
申
せ
し
む
べ
き
も

心
は
劫
り
て
意

を
易
え
し
む
べ
か
ら
ず

之
を
是ぜ

と
す
れ
ば
則
ち
受
け

之
を
非
と
す
れ
ば
則
ち
辞

す

故
に
曰

心
の
容
は
其
の
択
ぶ
や
禁
無
く

必
ず
自
ら
見
る

其
の
物
た
る

や
雑
博
な
る
も

其
の
情
を
之
れ
至き

わ

む
れ
ば
弐

詩

に
云
う

巻
耳

を
采
り
采
る

傾
筐
に
盈
た
ず

嗟あ
あ

我
れ
人
を
懐
う

彼
の
周
行
に
寘お

か
ん

と

傾
筐
は
満
し
易
き
な
り

巻
耳
は
得
易
き
な
り

然
り
而
し
て
以
て
周
行
に
弐
す
べ

か
ら
ず

故
に
曰

心 

枝
す
れ
ば
則
ち
知
無
く

傾
け
ば
則
ち
精
な
ら
ず

弐

す
れ
ば
則
ち
疑
惑

以
て
之
を
賛
稽
す
れ
ば

万
物 

兼
ね
知
る
べ
き
な
り

身 

其
の
故
を
尽
く
せ
ば
則
ち
美
な
り

類 

両
な
る
べ
か
ら
ず

故
に
知
者
は
一
を

択
び
て
壱
に
す

故
に
君
子
は
道
に
壱
に
し
て

以
て
物
を
賛
稽
す

道

に
壱
な
れ
ば
則
ち
正
し
く

以
て
物
を
賛
稽
す
れ
ば
則
ち
察
な
り

正
志
を
以
て
察

論
を
行
え
ば

則
ち
万
物
官
す

昔
者 

舜
の
天
下
を
治
む
る
や

事
を
以
て
詔
せ

ず
し
て

而
も
万
物
成
れ
り

 

 

 

 

民
は
君
を
以
て
心
と
為

君
は
民
を
以
て
体
と
為

心
好

則
ち
体 

之
に
安

君
好

則
ち
民 

之
を
欲

故
に
心
は
体
を
以
て
廃

君
は
民
を
以
て
亡
ぶ

 

 

以
上
の
記
述

戦
国
期
に
は
こ
う
し
た
心
身
関
係
を
君
臣
関
係
に
投
影
す
る
と
い

う
考
え
が
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
窺

こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら

曹
峰
や
陳
民

鎮
は

に
見

を
倫
理
的

現
実
的
・

政
治
的

常
紅
星

本
篇

心
身
の
主
従
関
係
の

論
理
を
通
し
て
君
主
権
の
強
化
・
集
中
が
説
か
れ
た
も
の
と
と
ら
え

本
篇
の
著
作
意
図

も
君
権
強
化

 

 

続
く
本
篇
の
第
二
段
落

心
を
主
体
的
に
働
か
せ
て
熟
考
す
べ
き
こ
と

に

が
移

事
物
を
最
終
的
に
認
識
す
る
の
は
心
で
あ
る
と
語

の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

安
静
な
心
で
思
惟

身
体
器
官
は

よ
く
見
聞

を
選
び
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
当
該
箇
所

統
治

論

心
身
の
道
徳
性
を
認
め
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
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の
で
は

 

 

と
鬼
と ―

―
 

天
命
思
想 

 

本
篇
の
第
三
段
落

身
命

に
つ
い
て
の
記
述
が
見

天
が
人

の
命
を
絶

鬼
が
人
に
病
を
降
す

如
何
と
も
し
難
い
運
命
性
を
説
く
一
方

命
を
取
る
の
は
人

心
こ
そ
が
人
を
生
か
し

死
に
追
い
や

る
の
だ
と
心
の
能
動
性
や
主
体
性
が
主
張

 

 

曹
峰

命
運
を
天
や
鬼
神
の
み
に
託

人
も
ま
た
死
生
を
コ
ン
ト
ロ

で
き
る
と
す
る
点

と
思
想
的
に
近

本
篇

天
人
の

を
説

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

ま
た
郭
成
磊

戦
国
楚
簡
中

多
く
卜
筮
祭
禱
の
記
録
が
存
在

楚
地
で
は
巫

祝
・
鬼
神
信
仰
が
盛

分

本
篇
の
作
者
は
殷
周
以

降
の
天
・
鬼
の
思
想
を
認

流
行
に
対
す
る
施
策
を
打
ち
出
そ
う

淫
祀
を
廃
止

本
篇
の
作
者
は
儒
家
の
命
論
を
取

り
込
ん
で
改
変

天
の
人
に
対
す
る
客
観
的
制
限
を
認

一
方
で
は
心
の
主
観

的
能
動
性
を
強
調
し
た
の
で
は
な
い
か

 

 

筆
者
も
基
本
的
に
両
者
の
考
え
に
異
論

自
身
の
力
の
及
ば
ぬ
運
命
性
を
認
め

人
為
的
努
力
や
心
の
主
体
性
を
強
調
す
る
思
考

墨
家
や
道

家

儒
家
の
系
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
考

病
を
降

の
存
在
を
差
し
挟

敬
鬼
神
而
遠
之

鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠

と
い
う
儒
家
の
観
点

信
巫
鬼

巫

鬼
を
信

淫
祀
を
重
ん
ず

漢
書

地
理
志

と
い
う
楚
地
の
特
質
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

注

 

 

本
篇

と
の
関
連
も
指
摘
し
得

尚

汝
則
有
大
疑

謀
及
乃
心

謀
及
卿
士

謀
及
庶
人

汝
則も

し
大
疑
有

謀
る
に
乃

な
ん
じ

の
心
と
及と

も

謀
る
に
卿
士
と
及

謀
る

に
庶
人
と
及

謀
る
に
卜
筮
と
及
に
せ
よ

疑
わ
し
い
こ
と
が
あ
る
場

合

自
身
の
心
に
謀

側
近
の
卿
士
・
衆
官
に
謀

最
終
的
に
卜
筮
に
よ

天
や
鬼
神
に
問
う
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

自
身
の
心
を
重
視
す
る
該
所

の
記
述

に
も
通

恐
ら
く
巫
祝
の
習
俗
が
色
濃
い
楚

地

鬼
神
信
仰
に
対
す
る
疑
問
や
揺
ら
ぎ
が
生
じ
て
お

人
の
心
の
主
体
性
を
説
く
本
篇
の
よ
う
な
思
考
が
生

 

 

第
三
段
落
に
示

の
語
句
に
つ
い
て
言

れ
ら
は
先
秦
期
の
伝
世
文
献
中
に
は
ほ
ぼ
見

特

に
つ

に

に
一
例
あ
る
の
み
で

注

に
至

に
一
例
見

呂
刑
篇
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た

神
話
や
故
事
が
南
方
系

の
記
述
と
合
致

南
方
の
呂
王
の
遺
訓
で

あ
ろ
う
と
の
指
摘
も
あ
る

注
６

本
篇
第
三
段
落

君

公
か
ら
平
民
に
い
た
る

各
階
層
の
人
々

自
身
の
心
の
主
体
性
を
認
め
る
記

述
が
明
確
に
示

身
分
秩
序
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
人
間
全
般
を
説
く
視

点
が
特
徴
的
で
あ
る
と
言

 

 

結 

  

曹
峰
や
頼
樹
金

戦
国
中
後
期
に
君
主
の
権
利
が
強
大

一
方
で
個
人

の
心
身
の
解
放
が
促
進
さ
れ
る

は
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い

筆
者

加

経
書
の
流
入
・
受
容
や
鬼
神
信
仰
の
揺

ま
た
激
動

の
時
代
に
何
を
指
針
と
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
判
断
に
迷
う
中

自
己
の
意
志
や
自
覚
の

重
要
性
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
本
篇
の
形
成
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た

拾
貳
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中
西
書
局

に
は

と
仮
称
さ
れ
た
文
献
が
収
録
さ
れ
て
お
り

こ
に

は
天
帝
の
命
を
受
け
た

が
夏
の
啓

を
授
け
る
内
容
が
記

す
で
に
そ
の
冒
頭
に
見
え
る
洪
水
伝
説
と

尚

や

と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

注

五

刑
則

と

五
徳

と
の
繋
が
り
や

と

と
を
結
合
す
る
内
容

尚

や

・

と
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

注

清
華
簡

関
連
の
文
献
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が

注

と
合

こ
れ
ら
の
文
献
を
総
合
的
に
比
較
検
討

洪
範
篇
お
よ
び
呂
刑
篇
の
形
成

の
成
立
や
受
容
状
況

の
一
端

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

今
後
も
清

華
簡
を
含

他
の
出
土
文
献
に
記
さ
れ
た
心
性
論
や
天
命
観

ま
た
経
書
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
注
目

検
討
を
進

 

   
 

注 

 

本
稿
末
に
先
行
研
究
一
覧
を
附

で
引
用
し
た
論
考

一
覧
に
掲
載

し
た
も
の
と
対
応

 

に
は
次

讂

讂け
ん

充
と
は
心
を
言

心
は
忠
な
ら
ん

こ
と
を
欲

末
衡
と
は
耳
目
を
言

耳
目
は
端
な
ら
ん
こ
と
を
欲

中
正
は
治
の
本

耳
は
聴
く
を
司

聴
く
こ
と
必
ず
聞
に
順

聞
く
こ
と
審
か
な
る 

之
を
聡
と
謂

目
は
視
る
を
司

視
る
こ
と
必
ず
見
に
順

見
る
こ
と
察

あ
き
ら

か
な
る 

之
を
明
と
謂

心
は

慮
お
も
ん
ぱ
か

る
を
司

慮
る
こ
と
必
ず
言
に
順

言
う
こ
と
得
る 

之
を
知
と
謂

 

釈
読
の

１

11

を
参
照

 

楚
地
に
お
け
る
巫
術
や
鬼
神
信
仰
に
つ
い
て

の
王
逸
序
に
も

昔
楚
国

 

楚
国
南
郢
の
邑

沅
・
湘
の
間
に

其
の
俗 

鬼
を
信
じ
て
祠
を
好

あ
る

病
を
降
す
鬼
の
存
在
が

明
記

詳
細

の
思
想
的
特
徴―

―

病

因
論
と
疾
病
観
の
観
点

 

子 

荘
子 

武
内
義
雄
の

を
侯
王
と
称
す

早
く
も

が
王
と
称
し
た
以
後

老
子
已
に
没
し
た
後
の
こ
と

引

戦
国
中
期
の
郭

店
楚
簡

と
記
述
さ
れ
て
い
る

第
三
九
章
は

に
は

含

 

傅
斯
年
全
集

一

一
九
八
〇
年

楚
語
下
篇

楚
の
昭
王
と
観
射
父
と
の
問
答
の
中

の
内
容
が
引

呂
刑
篇
に
見

の
記
述
は
以
下
の
通

 

 
 
 
 
 

王
曰

蚩
尤
惟
始
作

延
及
于
平
民

罔
不
寇
賊
・
鴟
義
・
姦
宄
・
奪
攘
・

制
以
刑

惟
作
五
虐
之
刑
曰
法

殺
戮
無
辜

爰
始
淫
為
劓
・
刵
・

椓
・
黥

越
茲
麗
刑
並
制

罔
差
有
辞

 

王
曰
く

若こ

れ
古
に
訓
有

お
し
え

蚩
尤
惟
れ
始
め
て
乱
を
作

延ひ

い
て
平
民
に
及
ぶ
ま
で

寇
賊
・
鴟
義
・
奸
宄
・
奪
攘
・
矯
虔
せ
ざ
る
は
罔な

し

苗
民
は
霊
を
用

制
す
る
に
刑

を
以

惟
す
な
わ

ち
五
虐
の
刑
と
法
と
を
作は

じ

無
辜
を
殺
戮

爰こ
こ

に
始
め
て
淫お

お

い

に
劓
・
刵
・
椓
・
黥
を
為
す

茲
の
麗
刑
に
越お

い

て
は
並
せ
て
制

辞
有
る
を
差え

ら

ぶ
こ
と

罔
し
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石
小
力

概
述

鮑
彦
東
・
薛
孟
佳

唯
昔
方
有
洪

二
二
年
一
〇
月
五
日http:// 

 
 
 
 
 

w
w

w
.fdgw

z.org.cn/W
eb/Show

/10954

彦

 

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
八
日http://m

.bsm
. org.cn/?chujian 

/8813.htm
l

 

 

摂
命

 

 

先
行
研
究 

捌

は

 

 

・

初
歩

一
一
月
一

http://w
w

w
.bsm

.org.cn/?chujian/7980.htm
l 

                                

https://w
w

w
.ctw

x.tsinghua.edu.cn/info/1081/2468.htm
 

http://w
w

w
.bsm

.org.cn/?chujian/7982.htm
l 

・

一

http://w
w

w
.fdgw

z.org.cn/W
eb/Show

/4346 

・

一
〇

http://w
w

w
.bsm

.org.cn/?chujian/8067.htm
l 

 

 

性
観
的
演
変―

―

兼
論
戦
国
諸
子
思
想
的
雑
糅

 

・

大
学
蔵
戦
国
竹
簡

http://fdgw
z.org.cn/W

eb/Show
/4450

 

 

―
―

 

 

  

 

人
文
社
会
科
学
版

 

人
文
社 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
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・
本
研
究

JSPS
JP19H

01193

助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

 
福
岡
大
学
領
域
別
研
究
部
に
よ
る

203004

受

 

                

                         

中
村 

未
来

な
か
む
ら
・
み
き

 
 

一
九
八
四
年
生

福
岡
大
学
人
文
学
部
准
教
授

は

著
書
に

戦
国
秦
漢
簡
牘
の
思
想
史
的
研
究

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
一
五
年
一
一

文
に

戦
国
期
に
お
け
る
子
産
像―

―
儒
家
系
文
献
を
中
心

六
三

二
〇
一
七
年
六
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